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「 徳 島 発 の 政 策 提 言 」

～ 今後の政府予算編成に向けて ～

現在，我が国では，急速な少子高齢化の進行や，本格的な人口減少社会の到来，
さらには，今夏の豪雨災害に象徴される近年の異常気象がもたらす大規模災害や，
切迫する「南海トラフ巨大地震」を迎え撃つための早急な「国土強靱化」など，

挙国一致で取り組むべき諸課題に対し，より具体的な対策を速やかに実行していく

ことが強く求められています。

加えて，国内経済は，「アベノミクス」の強力な展開により，長年の低迷から

力強さを取り戻しつつありますが，昨今の急激な円安に伴う原油・原材料価格の

高騰などにより，景気回復の実感は，地方まで十分及んでいるとは言えない状況に

あります。

こうした中，国におかれましては，人口の減少に歯止めをかけ，将来にわたり
活力ある日本社会を維持していくため，「まち・ひと・しごと創生本部」を立ち上げ，
「地方創生」に向けた取組みを本格化させるとともに，年末に向けて，新年度政府
予算案の編成作業を鋭意進められているものと存じております。

本県におきましても，次元の異なる大胆な政策へ方向転換しようとする国の動き

に的確に対応するとともに，本県独自の取組みに一層の磨きをかけ，人口減少社会

への対応を加速させるため 「徳島県地方創生本部」を立ち上げたところです。，

さらに，新たに策定した本県の共通コンセプト「 東京」のもと，東京にはないvs
徳島独自の強みや魅力を再発見・再認識することにより，新たな価値観を本県から

力強く発信し，東京一極集中の是正，地方創生をリードして参りたいと考えて

いるところであり，そのためにも，国の「現場主義 「地方目線」による取組み」，
が必要不可欠であります。

そこで，このたび，今後の政府予算編成が，真に地方の特性に即したものとなる

よう，「人口減少の克服」や「地域経済の活性化」，さらには，命を守る「事前防災・

」 ，「 」 「 」減災対策 など 徳島ならでは の知恵と工夫を盛り込んだ 徳島発の政策提言

を緊急に取りまとめました。

国におかれましては，「課題解決先進県・徳島」からの「処方箋」を十分にご検討
いただき，山積する様々な課題の解決，「地方創生」から「日本創生」の実現に
繋がる政策を迅速かつ効果的に実行されますよう，ここに提言いたします。

平成２６年１１月

飯 泉 嘉 門徳島県知事





項 目 名 ページ

地方創生に向けた「林業の成長産業化」の実現について １

「農林水産・新成長ビジネス」の推進について ３

農林漁業用燃油価格高騰対策について ５
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